
　

３
月
11
日
（
金
）

２
時
46
分
に
発
生
し

た
「
東
日
本
大
震

災
」
は
、
最
大
震
度

７
・
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
９
．
０
と
い
う
日

本
の
観
測
史
上
最

大
・
最
悪
の
も
の
と

な
っ
た
。
直
後
に
発
生
し
た
巨
大

津
波
に
よ
っ
て
沿
岸
部
の
市
町
村

は
壊
滅
状
態
と
な
り
、
多
く
の
尊

い
人
命
が
失
わ
れ
た
。
火
災
や
爆

発
事
故
で
多
く
の
方
が
負
傷
さ
れ

て
い
る
情
報
も
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
死
者
・
行
方
不
明
者
が
10

万
人
を
越
え
た
関
東
大
震
災
以
来

の
大
惨
事
に
な
る
恐
れ
が
強
ま
っ

て
い
る
（
被
災
者
数
4
月
2
日
現

在
死
亡
1
1
，
8
2
8
人
・
安
否

不
明
1
8
，
1
4
3
人
）
。
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
失
わ
れ
、
寒
さ
と
飢

え
の
中
で
救
助
を
待
つ
被
災
者
が

多
数
お
ら
れ
ま
す
が
、
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ

た
皆
様
に
方
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
▼
Ｊ
Ｒ
を
は
じ
め

公
共
交
通
機
関
に
も
多
大
な
被
害

状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
電
力
、
福
島
第
一
原
発
で
は

津
波
に
よ
り
非
常
用
電
源
が
作
動

せ
ず
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
能
と
な
っ

て
、
4
基
の
原
子
炉
の
う
ち
3
基

が
爆
発
し
て
火
災
も
発
生
し
た
。

保
安
院
は
同
原
発
か
ら
半
径
20
ｋ

ｍ
以
内
の
住
民
ら
に
避
難
指
示
を

出
し
た
、
避
難
者
は
家
族
の
安
否

確
認
も
で
き
て
な
い
。
海
水
か
ら

は
原
子
炉
か
ら
の
も
の
と
思
わ
れ

る
高
濃
度
の
放
射
性
物
質
が
確
認

さ
れ
た
。
大
地
震
と
津
波
の
常
習

地
に
、
原
発
を
つ
く
っ
て
き
た
政

府
や
電
力
会
社
の
責
任
が
問
わ
れ

る
▼
統
一
地
方
選
は
、
岩
手
・
宮

城
県
の
県
議
選
な
ど
は
延
期
さ
れ

た
が
青
森
県
議
会
議
員
･
八
戸
市

議
会
議
員
・
矢
巾
町
会
議
員
選
挙

が
実
施
さ
れ
る
。
い
ま
の
「
国

難
」
を
乗
り
越
え
原
子
力
行
政
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
転
換
の
た
め
に

も
、
延
期
さ
れ
る
岩
手
県
議
選
挙

な
ど
も
あ
わ
せ
組
織
内
・
推
せ
ん

候
補
者
の
議
席
確
保
に
向
け
て
取

り
組
み
を
強
化
し
よ
う
（
聡
）
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大船渡線の陸前矢作・竹駒間の越戸踏切付近から撮影、ここから大船渡までの約2４
キロ間の７駅と線路が全て流された。（３/12、熊谷泰幸気仙沼地域分会分会長撮影）

釜石線の津波と火災も発生し被災した陸中山田駅（４/１、佐々木研司盛岡支部委員長撮影）

支援物資を手にする組合・家族。写真右上が故人・熊谷秀三
さん宅。（ＪＲ大船渡線営業所付近。３/28）

宿舎ＡＰを失った気仙沼地域分会の金野雅之さん（左）に
当面の支援金として見舞金。（大船渡ＪＲＡＰ前4/6）

駅の原型のない大槌駅（４/１、佐々木研司撮影）

釜石地域への支援物資（森田薫さんの自宅、３/25）

地震当日の様子を話す熊谷泰幸気仙沼地域分会分会長、３/25・自宅）

津波の高さを示す、鵜住居小学校３階に軽乗用車が（４/１、佐々木研司撮影）
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拡大キャッチコピー
「新しい仲間づくりを
                   皆の力で」

「一緒に解消しませんか、
      あなたの疑問。
           加入まってます」

＝
全
国
か
ら
の
支
援
物
資
を
現
地
へ
＝

　

地
方
本
部
は
、
今
回
の
地
震
で

被
災
し
た
組
合
員
の
生
活
支
援
の

カ
ン
パ
を
３
月
20
日
付
の
指
示
第

19
号
で
取
り
組
み
を
要
請
し
て
い

る
が
、
自
宅
崩
壊
・
流
失
な
ど
甚

　

気
仙
沼
地
域
分
会
の
副
分
会

長
で
陸
前
高
田
駅
に
勤
務
中
、

今
回
の
地
震
で
亡
く
な
ら
れ
た
、

気
仙
沼
市
古
町
の
故
人
・
熊
谷

秀
三
さ
ん
の
自
宅
を
４
月
３
日

に
組
織
を
代
表
し
地
方
本
部
の

齋
藤
委
員
長
、
佐
々
木
書
記
長

と
盛
岡
支
部
の
沢
田
書
記
長
が

訪
ね
、
ご
霊
前
に
ご
焼
香
、
心

か
ら
の
哀
悼
の
意
を
表
す
と
と

も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

今
後
の
ご
家
族
の
皆
様
の
健
康

を
願
い
現
地
を
後
に
し
た
。
熊

谷
さ
ん
の
火
葬
が
３
月
27
日
、

葬
儀
は
28
日
に
近
親
者
で
と
り

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

大
な
被
害
を
受
け
て
い
る
組
合
員

12
人
に
、
当
面
の
生
活
支
援
資
金

の
一
助
に
と
見
舞
金
を
４
月
６
日

に
被
災
地
な
ど
を
訪
ね
組
合
員
に

届
け
る
と
と
も
に
現
状
を
把
握
に

努
め
て
い
る
。

　

同
時
に
、
３
月
24
日
、
25
日
に

届
け
た
支
援
物
資
に
続
き
、
４
月

３
日
に
秋
田
地
本
か
ら
届
け
ら
れ

支
援
物
資
と
被
災
さ
れ
た
組
合
員

の
声
を
聞
き
、
必
要
と
す
る
下
着
、

靴
な
ど
物
資
を
地
方
本
部
で
用
意

し
届
け
た
。

熊
谷
秀
三
さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

　
齋
藤
委
員
長
ら
自
宅
を
訪
ね
ご
焼
香
　

　

計
り
知
れ
な
い
自
然
の
驚
異
、
３
月
11
日
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
を
震
源
と
す
る
Ｍ
９
の
大
地
震
・

巨
大
津
波
に
よ
っ
て
尊
い
人
命
、
生
活
基
盤
、
町
々
の
色
・
空
気
が
一
瞬
に
し
て
奪
い
さ
ら
れ
廃
虚
化

し
た
被
災
地
を
目
に
し
た
。
し
か
し
、
震
災
か
ら
約
１
カ
月
、
各
被
災
地
で
自
然
に
負
け
ま
い
と
人
間

の
力
に
よ
っ
て
、
協
力
し
合
い
復
旧
・
復
興
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｒ
社
員
・
家
族
も
多
く
被
災
し
厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
国
労
も
本
部
・
地
方
に

対
策
本
部
を
設
置
し
被
災
組
合
員
な
ど
へ
の
支
援
や
鉄
道
の
復
旧
に
向
け
努
力
を
要
請
、
Ｊ
Ｒ
の
各
線

区
も
動
き
出
し
て
い
る
。
各
地
で
私
た
ち
の
で
き
る
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い
こ
う
。

　

組
合
員
の
主
な
被
災
状
況
は
、
残
念
な
が
ら
亡
く
な
ら
れ
た
か
た
１
人
、
自
宅
や
ア
パ
ー
ト
の
損

壊
・
焼
失
・
流
失
が
12
件
、
自
宅
半
壊
・
一
階
流
失
・
床
上
浸
水
が
７
件
、
自
家
用
車
の
流
失
・
被
災

が
１４
台
な
ど
な
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
盛
岡
支
社
内
で
は
、
安
否
が
確
認
で
き
な
い
社
員
１
人
、
家

族
10
人
死
亡
、
家
族
13
人
の
安
否
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
情
報
を
得
て
い
る
。

　

甚
大
な
被
害
の
組
合
員
に
見
舞
金

尊い人命、生活基盤を奪った巨大津波
東
日
本
大
震
災

多
く
の
組
合
員
も
被
災

津軽石の自宅一階が被災した盛岡運転分会の遠藤浩文さん。
津波当時の様子と現在の生活状況を報告（４/７、地方本部）

本部、東日本本部からも義援金（写真は、高橋
委員長から齋藤委員長へ、４/４・地方本部）
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新
幹
線
延
伸
、
メ
ン
テ
問
題
な
ど

　
９
人
の
代
表
が
方
針
討
論
で
発
言

委員会には70人が参加、挨拶する齋藤地本委員長

佐々木喜一委員
（北上工務分会）

一
歩
前
に
出
る
組
織
拡
大
で

　
運
動
の
財
産
を
若
い
世
代
へ

　

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
最
終
解

決
の
闘
い
」
↓
雇
用
の
確
保
に
向

け
、
４
党
の
政
治
的
合
意
事
項
の

実
現
に
向
け
本
部
、
東
日
本
本
部

と
連
携
し
取
り
組
み
を
強
め
る
。

音
威
子
府
・
帯
広
の
事
業
体
支
援

の
購
入
運
動
に
協
力
を
要
請
す
る
。

多
く
の
支
援
を
受
け
今
日
を
む
か

え
た
、
今
度
は
私
た
ち
が
共
闘
の

仲
間
の
地
域
課
題
な
ど
に
積
極
的

に
か
か
わ
る
運
動
が
大
切
だ
。

「
２
０
１
１
年
春
闘
の
闘
い
」
↓

地
域
春
闘
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が

大
切
、
共
闘
、
各
地
区
の
運
動
に

積
極
的
な
参
加
を
要
請
す
る
。
国

労
と
し
て
５
０
０
０
円
の
賃
上
げ

を
各
会
社
に
２
月
９
日
に
労
働
条

件
改
善
要
求
と
合
わ
せ
提
出
、
３

月
17
日
を
回
答
指
定
日
と
し
て
い

る
。
貨
物
の
現
状
を
理
解
し
「
客

貨
一
体
」
の
運
動
め
ざ
し
、
各
集

会
な
ど
の
成
功
に
む
け
協
力
を
要

請
す
る
。

　

「
一
括
和
解
以
降
の
職
場
の
取

り
組
み
と
労
働
条
件
改
善
、
安

全
・
安
定
輸
送
の
確
立
の
闘
い
」

↓
一
括
和
解
後
、
職
場
で
差
別
的

労
務
政
策
・
人
事
異
動
な
ど
す
べ

て
が
是
正
さ
れ
て
い
な
い
が
、
昇

進
試
験
複
数
回
合
格
、
長
期
単
身

赴
任
解
消
な
ど
小
さ
な
変
化
も
生

ま
れ
て
い
る
。
変
化
を
見
逃
さ
ず
、

対
等
な
労
使
関
係
を
つ
く
り
、
会

社
を
変
え
さ
せ
、
意
見
交
換
の
場

を
持
て
る
よ
う
東
日
本
本
部
と
一

体
で
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。
労

働
条
件
改
善
と
安
全
・
安
定
輸
送

の
確
立
む
け
、
仕
事
・
安
全
総
点

検
運
動
と
効
率
化
施
策
の
検
証
や

技
術
継
承
問
題
も
含
め
取
り
組
み

を
強
め
る
。
人
事
・
賃
金
制
度
、

労
働
条
件
に
関
す
る
協
約
問
題
、

東
日
本
本
部
の
指
示
の
も
と
対
応

す
る
。
出
向
者
・
エ
ル
ダ
ー
組
合

員
の
交
流
会
を
開
催
し
意
見
交
換

を
図
る
。
貨
物
問
題
は
、
点
検
・

調
査
、
改
善
な
ど
本
部
や
貨
物
協

と
連
携
し
取
り
組
む
。

「
公
共
交
通
を
守
る
闘
い
」
↓
青

い
森
鉄
道
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河

鉄
道
の
経
営
は
厳
し
い
状
況
。
並

行
在
来
線
は
、
通
勤
・
通
学
・
通

院
・
福
祉
を
含
め
生
存
権
に
関
わ

る
大
切
な
路
線
。
環
境
問
題
、
物

流
な
ど
経
済
政
策
上
も
重
要
な
交

通
機
関
だ
。
青
森
・
岩
手
、
本
部

対
策
会
議
な
ど
と
連
携
し
、
国
労

の
政
策
提
言
の
実
現
に
努
め
る
。

「
政
治
闘
争
の
強
化
」
↓
国
民
投

票
法
、
改
変
の
防
衛
大
綱
な
ど
、

改
憲
機
運
を
高
め
る
動
き
が
強
い
、

岩
手
・
青
森
両
県
の
憲
法
記
念
日

意
見
広
告
に
協
力
を
要
請
す
る
。

統
一
地
方
選
挙
、
組
織
内
の
奈
良

岡
克
也
、
木
村
幸
弘
、
久
保
孝
喜
、

山
崎
道
夫
候
補
の
必
勝
は
も
と
よ

り
、
推
薦
候
補
者
の
当
選
を
め
ざ

し
奮
闘
を
要
請
す
る
。

「
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組

み
」
↓
組
織
強
化
・
拡
大
は
、
国

労
の
最
重
要
課
題
、
地
本
か
ら
支

部
へ
、
支
部
か
ら
分
会
へ
の
指
導

と
点
検
を
取
り
組
ん
で
い
る
。
会

社
へ
の
影
響
力
を
高
め
る
こ
と
が
、

健
全
な
労
使
関
係
の
確
立
、
差
別

を
是
正
の
近
道
で
も
あ
る
。
同
時

に
組
織
を
国
労
運
動
と
い
う
財
産

を
し
っ
か
り
と
若
い
世
代
に
引
き

継
ぐ
任
務
が
わ
れ
わ
れ
に
あ
る
。

今
こ
そ
全
組
合
員
が
「
一
歩
前
に

出
る
」
取
り
組
み
を
要
請
す
る
。

　

方
針
の
討
論
の
発
言
要
旨
は
、

次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

※
笹
山
賀
庸
委
員

（
八
戸
工
務
分
会
）

▽
年
末
年
始
の
豪
雪
、
寒
さ
の
中

で
色
々
な
状
況
が
発
生
し
結
氷
、

除
雪
な
ど
と
Ｊ
Ｒ
、
パ
ー
ト
ナ
ー

会
社
社
員
、
休
み
な
く
働
か
さ
れ

て
い
る
の
が
現
状
だ
。
設
備
・
電

気
メ
ン
テ
改
善
、
安
全
問
題
、
パ

ー
ト
ナ
ー
会
社
の
人
員
問
題
も
含

め
検
証
が
必
要
だ
。

▽
３
月
５
日
か
ら
走
る
は
や
ぶ
さ

は
モ
ニ
タ
ー
が
利
用
で
き
な
い
と

聞
く
が
ど
う
な
る
の
か
。

▽
病
気
で
も
働
き
続
け
た
い
人
、

病
気
が
気
に
か
か
り
不
安
、
職
場

確
保
を
支
社
に
申
し
入
れ
て
ほ
し
い
。

※
高
森
英
明
分
会
代
表

（
青
森
駅
連
合
分
会
）

▽
12
月
４
日
の
新
幹
線
新
青
森
駅

延
伸
開
業
に
伴
う
問
題
点
が
蔓
延
、

新
青
森
駅
で
は
待
合
室
の
不
備
な

ど
多
く
あ
る
。
利
用
者
の
声
を
聞

　

委
員
会
は
、
議
長
に
北
上
駅
連

合
分
会
の
稲
葉
孝
委
員
を
選
出
、

最
初
に
齋
藤
委
員
長
が
地
方
執
行

委
員
会
を
代
表
し
、
１
０
４
７
名

の
雇
用
問
題
の
解
決
、
労
働
条
件

改
善
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
、

組
織
の
強
化
・
拡
大
、
統
一
地
方

選
挙
で
の
組
織
内
候
補
、
推
薦
候

補
の
当
選
な
ど
諸
課
題
に
む
け
組

合
員
・
家
族
が
一
丸
と
な
っ
た
闘

い
に
協
力
を
お
願
い
す
る
と
挨
拶
。

　

次
に
来
賓
の
砂
金
良
昭
平
和
環

境
岩
手
県
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長

（
岩
教
組
）
を
は
じ
め
社
会
民
主

党
岩
手
県
連
合
、
全
国
交
運
共
済

生
協
の
代
表
者
、
統
一
自
治
体
選

挙
立
候
補
予
定
者
の
刈
屋
秀
俊
、

細
川
光
正
氏
か
ら
挨
拶
を
受
け
た
。

　

続
い
て
、
髙
橋
伸
二
国
労
本
部

委
員
長
か
ら
、
１
０
４
７
名
の
雇

用
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
、
高

野
早
苗
国
労
東
日
本
部
委
員
長
か

ら
は
、
人
事
・
賃
金
制
度
の
見
直

し
問
題
や
総
合
労
働
協
約
、
２
０

１
１
春
闘
な
ど
の
現
状
と
取
り
組

み
の
報
告
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
、
佐
々
木
書
記
長
が

「
第
36
条
協
定
」
締
結
を
提
案
、

承
認
さ
れ
、
経
過
と
当
面
す
る
闘

争
方
針
（
案
）
の
提
案
を
書
記
長

が
行
い
昼
食
休
憩
に
入
っ
た
。
昼

食
後
、
経
過
と
方
針
討
論
に
入
り
、

12
月
４
日
実
施
の
新
幹
線
の
青
森

延
伸
、
設
備
・
電
気
部
門
に
お
け

る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
改
善
の
実
施
に

伴
う
問
題
点
を
は
じ
め
と
す
る
厳

し
さ
を
ま
す
出
向
先
を
含
む
職
場

の
実
態
、
エ
ル
ダ―

の
職
場
問
題
、

組
織
拡
大
、
２
０
１
１
春
闘
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
９
人
か
ら

意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
、
執
行
部

の
中
間
答
弁
と
佐
々
木
書
記
長
の

集
約
答
弁
が
行
わ
れ
拍
手
で
方
針

が
承
認
さ
れ
確
立
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
大
会
宣
言
を
中
堤
執

行
委
員
が
読
み
上
げ
提
案
、
承
認
、

齋
藤
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
終
了
し
た
。

き
、
次
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
の
見
直

し
交
渉
で
改
善
を
。

▽
１
月
に
提
案
さ
れ
た
人
事
・
賃

金
制
度
、
人
材
育
成
、
技
術
継
承

が
本
当
に
は
か
れ
る
の
か
疑
問
だ
。

公
平
・
公
正
さ
を
求
め
交
渉
に
あ

た
っ
て
ほ
し
い
。

※
佐
々
木
喜
一
委
員

（
北
上
工
務
分
会
）

▽
出
向
中
の
組
合
員
、
超
勤
し
て

も
カ
ッ
ト
、
サ
ー
ビ
ス
労
働
だ
。

追
加
支
給
も
出
来
る
と
い
う
が
。

▽
エ
ル
ダ
ー
社
員
、
本
人
希
望
の

職
場
確
保
を
し
て
ほ
し
い
。

▽
組
織
拡
大
に
む
け
、
国
労
で
も

助
役
、
昇
進
試
験
制
度
で
差
別
を

な
く
し
て
い
く
こ
と
が
、
大
卒
、

専
門
卒
者
の
新
規
採
用
者
へ
の
対

応
を
含
め
て
大
切
だ
。

※
蝦
名
忠
夫
特
別
委
員

（
青
森
地
区
協
）

▽
昨
年
10
月
の
斎
藤
憲
雄
青
森
市

議
当
選
、
協
力
に
感
謝
し
た
い
。

４
月
に
は
奈
良
岡
克
也
青
森
県
議

選
挙
、
青
森
で
も
頑
張
る
が
皆
さ

ん
の
協
力
も
お
願
い
し
た
い
。

※
星
修
特
別
委
員

（
北
上
地
区
協
）

▽
北
上
新
幹
線
職
場
、
12
月
４
日

の
異
動
は
国
労
８
人
と
多
い
。
公

平
性
に
疑
問
あ
る
。

▽
一
部
の
主
任
は
パ
ソ
コ
ン
に
張

り
つ
き
超
勤
も
多
い
。
反
面
、
夜

間
作
業
も
含
め
責
任
者
は
技
術
係

や
施
設
係
だ
。
疑
問
を
感
じ
る
。

▽
県
議
選
挙
、
北
上
地
区
協
に
は

久
保
、
木
村
の
２
人
の
組
織
内
候

補
、
是
非
県
南
地
区
の
組
合
員
を

中
心
に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

※
高
橋
清
光
委
員

（
青
森
運
転
分
会
）

▽
12
月
４
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
仕

事
が
き
つ
く
な
っ
て
い
る
。
組
合

員
の
声
を
聞
き
、
改
善
を
求
め
要

求
を
出
し
た
い
。

▽
ポ
イ
ン
ト
割
り
出
し
で
脱
線
事

故
、
危
険
を
訴
え
て
い
た
が
対
策

が
講
じ
ら
れ
な
い
ま
ま
で
の
事
故

だ
。
ま
た
、
足
を
挟
ま
れ
る
事
故
、

対
策
と
し
て
現
在
は
２
人
体
制
を

作
っ
て
い
る
。

▽
エ
ル
ダ
―
を
希
望
す
る
社
員
、

通
院
中
で
地
元
を
希
望
だ
が
、
盛

岡
地
区
の
仕
事
を
い
わ
れ
て
い
る
。

事
情
を
く
ん
だ
扱
い
を
求
め
て
ほ

し
い
。

※
髙
橋
凉
特
別
代
議
員

（
貨
物
協
議
会
）

▽
会
社
は
、
社
員
に
犠
牲
押
し
付

け
人
件
費
を
減
ら
そ
う
と
し
て
い

る
。
社
員
は
半
減
、
12
年
連
続
の

ベ
ア
ゼ
ロ
を
避
け
る
た
め
に
も
ス

ト
ラ
イ
キ
も
考
え
て
ほ
し
い
。

▽
八
戸
か
ら
盛
岡
へ
８
人
が
転
勤

し
通
勤
、
八
戸
地
区
で
の
雇
用
を

求
め
て
い
る
が
厳
し
い
。

▽
出
向
先
の
労
働
条
件
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
特
に
ロ
ジ
ス
テ
ッ

ク
へ
の
委
託
が
増
え
仕
事
が
増
え

て
い
る
。
休
日
も
大
幅
に
減
、
労

働
条
件
改
善
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
ほ
し
い
。

※
吉
田
一
久
分
会
代
表

（
一
関
運
輸
）

▽
若
手
の
社
員
が
業
務
発
表
会
の

資
料
作
り
で
超
勤
も
多
く
大
変
だ
。

▽
３
月
１
日
に
気
仙
沼
へ
国
労
１

人
が
転
勤
、
４
人
続
け
て
国
労
。

冬
期
体
制
で
も
今
年
も
国
労
、
主

任
試
験
も
合
格
者
な
し
、
不
公
平

感
は
依
然
と
し
て
あ
る
。

▽
エ
ル
ダ
―
希
望
者
、
盛
岡
の
問

い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー
し
か
な
い
と

い
わ
れ
て
い
る
。

※
金
野
雅
之
委
員　

（
気
仙
沼
地
域
分
会
）

▽
盛
駅
１
交
勤
務
、
ダ
イ
ヤ
改
正

で
車
通
勤
か
ら
列
車
通
勤
に
へ
。

日
勤
は
車
通
勤
が
認
め
ら
れ
、
前

払
い
後
日
精
算
に
な
っ
て
い
る
。

▽
緊
急
に
要
請
で
車
で
通
勤
し
た

場
合
、
渋
滞
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ

勤
務
時
間
に
遅
れ
た
場
合
は
ど
う

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　

執
行
部
に
よ
る
中
間
答
弁
要
旨

は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

◇

○
試
験
で
は
国
労
組
合
員
も
上
位

職
に
合
格
し
て
き
て
い
る
。
助
役

に
な
っ
て
も
国
労
に
い
ら
れ
る
よ

う
東
日
本
本
部
と
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

○
八
戸
の
豪
雪
や
散
水
・
結
氷
問

題
、
メ
ン
テ
の
問
題
な
ど
来
年
の

冬
期
体
制
に
向
け
取
り
組
む
の
で
、

職
場
討
議
を
行
い
問
題
点
を
出
し

て
ほ
し
い
。

○
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
の
予
算
確
保
、

安
全
を
守
る
闘
い
、
青
い
森
鉄
道

の
問
題
も
含
め
取
り
組
む
。

○
は
や
ぶ
さ
の
モ
ニ
タ
ー
問
題
、

現
時
点
で
は
無
理
と
思
う
。

○
新
青
森
駅
内
の
設
備
の
問
題
は

我
々
も
理
解
し
て
い
る
。
国
労
と

し
て
改
善
の
要
求
は
扱
っ
て
い
く
。

○
人
事
・
賃
金
制
度
の
見
直
し
問

題
に
つ
い
て
は
、
総
合
労
働
協
約

の
問
題
と
結
合
し
東
日
本
本
部
の

指
示
の
も
と
に
対
応
す
る
。

○
出
向
先
で
の
超
勤
問
題
、
追
給

は
出
来
る
。
調
査
し
た
も
の
を
提

出
し
て
ほ
し
い
。

○
エ
ル
ダ
―
の
職
場
問
題
、
本
人

希
望
に
努
力
す
る
が
、
単
身
赴
任

で
は
な
く
通
勤
で
き
る
職
場
を
要

求
し
て
い
る
。
体
の
悪
い
人
は
本

人
と
相
談
し
扱
っ
て
い
き
た
い
。

○
４
月
の
組
織
内
県
議
選
挙
、
Ｉ

Ｇ
Ｒ
・
青
い
森
鉄
道
問
題
ひ
と
つ

と
っ
て
も
県
議
会
議
員
は
大
切
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

○
転
勤
問
題
、
支
社
に
は
引
き
つ

づ
き
公
平
・
公
正
を
求
め
て
い
く
。

反
面
的
に
国
労
が
仕
事
の
中
心
に

い
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。

○
主
任
職
の
業
務
内
容
、
職
場
で

の
実
態
を
し
っ
か
り
調
査
し
報
告

を
し
て
ほ
し
い
。

○
差
別
の
な
い
試
験
制
度
や
ブ
ラ

ザ
ー
な
ど
へ
の
国
労
組
合
員
の
登

用
は
求
め
て
い
く
。

○
新
規
採
用
者
に
国
労
と
い
う
組

織
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り

組
み
を
強
め
て
い
こ
う
。

○
一
括
和
解
以
降
、
少
な
か
ら
ず

会
社
の
対
応
で
前
進
面
は
あ
る
。

今
後
も
支
社
に
は
公
正
、
公
平
な

対
応
を
求
め
て
い
る
。

○
気
仙
沼
の
通
勤
費
問
題
は
規
定

通
り
と
思
う
。

○
自
動
車
通
勤
要
請
の
遅
れ
は
、

本
人
の
責
任
に
は
な
ら
な
い
。

　

地
方
本
部
は
、
第
１
２
１
回
拡
大
地
方
委
員
会
を
２
月
28
日
に

岩
手
労
働
福
祉
会
館
（
盛
岡
市
）
で
委
員
、
特
別
委
員
、
分
会
代

表
者
、
地
本
役
員
ら
約
70
人
が
参
加
の
中
で
開
催
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
出
向
先
を
含
む
職
場
の
実
態
、
東
日
本
会
社
提

案
の
人
事
・
賃
金
制
度
の
見
直
し
、
組
織
拡
大
、
闘
争
団
の
雇
用

確
保
、
春
闘
な
ど
に
つ
い
て
議
論
、
諸
課
題
の
解
決
と
前
進
に
む

け
て
職
場
で
国
労
組
合
員
が
中
軸
に
な
り
運
動
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
意
思
統
一
し
た
。
同
時
に
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
立

候
補
予
定
の
組
織
内
候
補
者
の
奈
良
岡
克
也
、
木
村
幸
弘
、
久
保

孝
喜
、
山
崎
道
夫
氏
の
２
期
目
の
当
選
は
も
と
よ
り
、
推
薦
候
補

者
の
全
員
当
選
に
む
け
て
各
地
域
で
の
奮
闘
を
確
認
し
た
。

＝
地
方
統
一選
、推
薦
候
補
当
選
に
奮
闘
し
よ
う
＝

稲
葉（
北
上
駅
連
合
分
会
）議
長
で
進
行

第 1 2 1 回 拡 大
地　方　委　員　会

諸
課
題
解
決
に
国
労
が
中
心
軸
に

高森英明分会代表
（青森駅連合分会）

星修特別委員
（北上地区協代表）

佐々木書記長
集約（要旨）

執
行
部
中
間
答
弁




